



























































































































Ｃ、木綿(シーチング） 平織 綿100％ 2 ．４ 2１．８ 1５．１ 0.62
Ｗ羊毛（モスリン） 平織 羊毛100％ 2７．４ 2４． 1１．１ 0．３５
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表面特性を図１４－１，１４－２，１４－３に，表
面特性値を図－１５に示した。絹布の叩き洗い
160回，２４０回および原布，浸漬布のＭＩＵが著
しく高い。摩擦力の大きいことを示している。
また木綿布では，羊毛布・絹布に較べＭＭＤ，
ＳＭＤの値が大きいが，特に叩き洗いＭＭＤ値
が大きい。摩擦係数ＭＩＵの変動の増大するこ
とを示すものである。布表面の凹凸，ＳＭＤは，
綿布＞羊毛布＞絹布の順に小さくなっており，
これも実用感に近い。
図－１６の圧縮特性値についてみると，圧縮の
直線性ＬＣは綿布く羊毛布＝絹布，圧縮仕事量
ＷＣは，綿布＞羊毛布＞絹布,ＲＣの圧縮のレジ
リエンスは羊毛＞綿布＝絹布となっている。羊
毛布と綿布が絹布に比べてやや圧縮が柔いとい
う実用感に一致する。しかし，摩擦回数，叩き
回の増加とこれら特性値の増減は必ずしも一致
しなかった。有意差のないことを示すものと考
えられる。このことは，次の図－１７の布の厚み
Ｔと重量Ｗにおいても，洗浄機械力の増加は特
性値に影響を及ぼしていなかった。
－１７の布地の厚みと重量，がそれである。
図－７の引っ張り特性値は，図－６の引っ張
り特性曲線図から算出してある。ＬＴは引っ張
りの直線性を示す値で，１に近いほど直線的で
ある。原布・浸漬布に対し，摩擦・叩きの処理
の増加が必ずしも一定の傾向を示していない。
ＷＴは値が大きいほど伸び易いことを示すと
思われるが，木綿布・羊毛布・絹布とも各値間
に有意差が認められない。ＲＴは１００に近いほ
ど弾性的であると認められるが，布地間では綿
布く絹布く羊毛布となっており，実用感に一致
する。しかし，原布・浸漬布と摩擦・叩きの処
理布間には明確な変化が認められない。
次に，曲げ特性の図－８と，曲げ特性値を示
す図－９，図一１０を見る。Ｂの値は大きいほど
曲げ難さを示すと考えられるが，綿布＞羊毛
布＞絹布の順で，これも実用感と一致する。し
かし，綿布に着目すると，原布く浸漬布＝ブラ
シ摩擦６０回＞同９０回＞同１２０回，となってい
る。叩き洗いに関しても全く同傾向である。ブ
ラシ摩擦も叩きも，ある度合いを越さなければ
布地に適度な剛さを与えるが，それ以上に摩
擦･叩きを増加すると布地が逆に柔らかくなり，
摩耗の方向に進むと考えられる。それに対して
羊毛布・絹布では，摩擦・叩きの増加による布
地の特性値変化が著しくない。これは興味ある
現象である。なお，図－９の綿布のブラシ摩擦
６０回の，ａ）たて長布の特性値が異状に大きい。
これは測定上の誤差であるかどうか，今後の検
討に待ちたい。
次は，図－１１のせん断特性，図－１２，図－１３
のせん断特性値に着目する。ここにおいても，
図－１２の絹布，ブラシ摩擦９０回の，ｂ）よこ長
布のＧ値が異状値であるかどうかの検討が今後
の課題となるが，せん断剛性Ｇが絹布のブラシ
摩擦洗いにおいて著しく大きい。原布に較べて
せん断が剛〈なることは重要であろう。２ＨＧ，
２HG5の特性値が綿布の各条件において，羊毛
布・絹布に較べ著しく高いことも綿布の特徴で
ある。
３基本風合い値と総合風合い値
上記１６個の特性値の測定から基本的風合い
値,ＦＵＫＵＲＡＭＬＮＵＭＥＲＩ,ＫＯＳＨＩを求め，
図－１８に示した（変換式-18))。ＫＯSHI，すな
わち，弾力性があり，衣服が体にまとわりつか
ず，適度の空間を作り，動的な美しさを与える
観点から，この３種類の供試布はいずれも１０に
近く，極めて高い数値を示している。しかし，
摩擦・叩きの処理の強弱は，どの基本風合い値
においてもその差が現われていない。今回の実
験条件範囲内においては，基本風合い値にまで
影響を及ぼすには至らなかったと考えられる。
更に変換式-28)によって算出された総合風
合い値ＴＨ.Ｖ､を図－１９に示した。今回の供試
布のＴＨＶ・は綿布く羊毛＝絹布でおよそ３の
前後にあった。やはり，摩擦・叩き処理による
値の変動は読みとれなかった。通常の手洗い技
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法では,布の風合い変化は少ないと考えられる。 と推定された。すなわち，客観的方法で求めた
布の風合い変化は少なく，この点からも手洗い
技法による洗濯の有用性が示された。Ⅲ結 雪申
天然繊維で平織の綿シーチング，羊毛モスリ
ン，紡績絹布富士絹を供試白布とし，既報告')~3）
でその性状の明らかな馬毛ブラシと叩き棒を用
い，ブラシ摩擦回数６０回．９０回．１２０回，叩き
回数８０回.１６０回．240回の洗浄布を作成した。
その作成布の,(1)寸法の縮み,(2)裁ち目の糸の
ほつれ,(3)布表面の凹凸を概観した。その結果，
(1)，(2)，(3)の見掛けの損傷の度合いは，各供試
布共，摩擦回数，叩き回数の増加につれて増し
た。しかしそれは洗濯機洗浄による回数の損傷
に較べれば僅少で，実用に差支えない程度で
あった。
さらに，これら洗浄白布，原白布，洗剤液浸
漬布の力学的性質については，KES-Fシステ
ム8)を用い，標準測定条件で,基本力学特性を示
す６ブロック，計１６個の特性値の測定を行い，
それから基本風合い値，ＦＵＫＵＲＡＭＩ，
ＮＵＭERI,ＫＯＳＨＩを求め,総合風合い値ＴＨ
Ｖ・を算出した。その過程で，木綿布，羊毛布，
絹布の特性値の大小関係は実用感に近似したも
のが得られた。しかし，ブラシ摩擦回数・叩き
回数の増加に対応した特性値の変化は充分には
得られなかった。損傷の有意差もほぼ無いもの
終わりに，本実験に対し，終始，貴重な測定装置をお
貸し下された，石川県工業試験場繊維部部長見谷篤男
様，並びに試験室の皆様に厚く御礼申し上げます。
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